












研究目的

　赤血球酵素異常による遺伝性溶血性貧血は先天性代謝異常疾患の一つとして

近年注目されてきた。これには十数種におよぶ酵素異常(欠乏)症がふくまれて

いる。概して稀か疾患であり,病態および溶血機序の詳細についてはなお不明

の点が残されており,したがって本症発生予防の最終目標を達成する為には

個々の症例の臨床像,異常酵素の性質の詳細な検討と臨床症状の軽重との関連

づけ,およびわが国での頻度などの実態の把握が前提となる。今年度は赤血球

酵素異常症のうちグルコース-6-リン酸脱水素酵素(G6PD)欠乏症について,山口

県下での頻度調査を行うとともに,既に見出されている例および頻度調査によ

り見出された例についての臨床像の観察および異常酵素の生化学的検討を行な

い本症の溶血の機序をさぐるのを目的とした。


